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れるもので, 電気的に 中性の色素 ラジカルが
DNAに一分子づつ分れて結合 することを示 し




をDNA溶液と混合C)b)を遠沈したもの上澄 坂 京大胸部研紀要 第 3巻 第 2号
ている｡ESRの吸収強度から10塩基対当り1
個の MPCN･が結合 していることが分る｡












A に対する結合エネルギーを10%アセ トン中での ESRによる ScatchardPlotの方法8)


































(温 .17毒見 去たど目 し呈諸 費) (sSFIL77i観測)
AOintercalated
特 にイオン濃度の増加 とともに AOoutside-
bound一AO intercalatedの過程が速 くなるこ
とはこの過程が正の色素と負の リン酸某の分離
によって 律速 されていることを 示 すものであ
り,逆に,色素が塩基間に入り込むために必要
な DNA分子の伸長が律速ではないことを示唆
しているO
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